
　財務諸表に対する注記　

１．継続事業の前提に関する注記

　　　該当ありません。

２．重要な会計方針

　　（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　　投資有価証券…市場価額のあるものは、決算日の市場価額に基づく時価法による。

　　　　　　　　　　　　　　　 市場価額のないものは、移動平均法に基づく原価法による。

３．会計方針の変更

　　　該当ありません。

４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は次の通りです。 （単位：円）

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　　ユニオンツール株式　100万株 3,810,000,000 0 515,000,000 3,295,000,000

　　㈱晃永株式　305株 6,077,695,960 0 0 6,077,695,960

　　　　　小計 9,887,695,960 0 515,000,000 9,372,695,960

特定資産

　　定期預金　第四北越銀行 長岡本店営業部 60,000,000 0 10,000,000 50,000,000

　　　　　　　　　三菱ＵＦＪ銀行 大森支店 20,000,000 0 0 20,000,000

　　　　　　　　　きらぼし銀行 大森支店 20,000,000 0 0 20,000,000

　　２５周年行事積立預金　第四北越銀行 長岡本店営業部 0 7,500,000 0 7,500,000

　　　　　小計 100,000,000 7,500,000 10,000,000 97,500,000

合　　　　計 9,987,695,960 7,500,000 525,000,000 9,470,195,960

　　注（１）基本財産の当期減少額 515,000,000円はユニオンツール株式の期初株価と期末株価の差に基づく評価損である。

　　注（２）第四北越銀行㈱の定期預金の内、７５０万円は２５周年周年行事積立預金である。

　　注（３）㈱晃永の保有株式割合は全株数の２７．７％である。

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次の通りです。 （単位：円）

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に対応す

る額）

基本財産

　　ユニオンツール株式　100万株 3,295,000,000 ( 3,295,000,000 ) ( 0 ) ( 0 )

　　㈱晃永株式　305株 6,077,695,960 ( 6,077,695,960 ) ( 0 ) ( 0 )

　　　　　小計 9,372,695,960 ( 9,372,695,960 ) ( 0 ) ( 0 )

特定資産

　　定期預金　第四北越銀行 長岡本店営業部 50,000,000 ( 50,000,000 ) ( 0 ) ( 0 )

　　　　　　　　　三菱ＵＦＪ銀行 大森支店 20,000,000 ( 20,000,000 ) ( 0 ) ( 0 )

　　　　　　　　　きらぼし銀行 大森支店 20,000,000 ( 20,000,000 ) ( 0 ) ( 0 )

　　２５周年行事積立預金　第四北越銀行 長岡本店営業部 7,500,000 ( 7,500,000 ) ( 0 ) ( 0 )

　　　　　小計 97,500,000 ( 97,500,000 ) ( 0 ) ( 0 )

合　　　　計 9,470,195,960 ( 9,470,195,960 ) ( 0 ) ( 0 )

６．担保に供している資産・・・・・該当ありません。

７．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高・・・・・該当する固定資産はありません。

８．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高・・・・・該当ありません。

９．保証債務等の偶発債務・・・・・該当ありません。

１０．満期保有目的の債権の内訳ならびに帳簿価格、時価及び評価損益・・・・・該当ありません。

１１．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高・・・・・該当ありません。

１２．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳　　　 　

　　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は次の通りです。（単位；円）

内容 金額

経常収益への振替額

　　基本財産受取配当金 87,660,000

　　特定資産受取利息 2,397

　　特定資産取崩収入 2,500,000

　　　　合　計 90,162,397

１３．関連当事者との取引の内容・・・・・該当する取引はありません。

１４．重要な後発事象・・・・・該当ありません。


